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２
月
12
日
、原
子
力
規
制
委
員
会
は
、

関
西
電
力
高
浜
原
発
３
、
４
号
機
に
対

す
る
「
審
査
書
」
を
決
定
し
、
九
州
川

内
原
発
に
引
き
続
き
、
新
規
性
基
準
に

適
合
す
る
と
し
た
。
福
島
原
発
事
故
を

契
機
に
設
定
さ
れ
た
新
規
制
基
準
は
、

当
初
か
ら
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

規
制
委
員
会
の
対
応
は
、
国
民
の
安

全
を
守
る
立
場
に
な
く
、「
審
査
書
」
は

再
稼
働
を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も

の
だ
。
安
倍
首
相
が
進
め
る
再
稼
働
は

許
さ
な
い
。脱
原
発
を
進
め
る
た
め
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
本
と
し
た

社
会
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
。

23日㈪　第12回執行委員会（札幌市）
　　　　2015じちろう北海道共済集会（札幌市）
24日㈫　自治体財政セミナー（札幌市）
　　　　第２回拡大闘争委員会（札幌市）
28日㈯　�道本部青年部座長養成講座（～１日、札

幌市）
　　　　イラク戦争から12年講演会（札幌市）

２日㈪　北海道公務労協2015春闘学習会（札幌市）
８日㈰　�フクシマを忘れない！さようなら原発北

海道集会（札幌市）

２月

３月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール
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道本部第120回中央委員会特集号

・�中央委員会質疑、
答弁

・�第18回統一自治体
選挙

・�おいしいものプレ
ゼント当選者

・女性交流集会
・あいはらくみこ国政報告会
・職場だより
・�シリーズ「社会保障制度改

革の行方」
・あいはらさんの国会だより
・忙中余話

道本部第120回中央委員会

統一自治体選挙勝利に全力
「
総
合
的
見
直
し
」導
入
阻
止

道
政
奪
還
に
挑
も
う

を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

12
年
間
に
お
よ
ぶ
無
為
無

策
の
高
橋
道
政
を
継
続
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
自
公
政
権

の
後
押
し
を
受
け
る
高
橋
知

事
の
４
選
阻
止
、
新
し
い
道

政
実
現
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
政
治
勢
力
を
結
集
し
、
た

た
か
い
を
挑
ん
で
い
く
。
そ

し
て
、
道
議
会
議
員
な
ど
各

級
議
員
選
挙
に
つ
い
て
も
、

推
薦
候
補
予
定
者
全
員
の
当

選
を
実
現
し
て
い
く
。

は
、
北
海
道
で
比
例
復
活
と

あ
わ
せ
て
５
人
の
当
選
を
勝

ち
取
り
、
自
民
党
対
抗
勢
力

の
再
生
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
た
。
知
事
選
・
札
幌
市
長

選
を
は
じ
め
と
す
る
統
一
自

治
体
選
挙
闘
争
、
そ
し
て
来

年
の
参
議
院
選
挙
闘
争
で
、

自
民
党
勢
力
に
対
抗
す
る
民

主
党
を
中
心
と
す
る
政
治
勢

力
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
安
倍

政
権
の
早
期
打
倒
に
む
け
、

再
び
民
主
党
を
中
心
と
す
る

政
治
勢
力
に
よ
る
政
権
交
代

　

政
治
闘
争
に
つ
い
て
は
、

戦
後
70
年
目
の
節
目
の
年
に

あ
た
る
。
安
倍
政
権
は
、
特

定
秘
密
保
護
法
の
制
定
や
閣

議
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
に
よ
り
、
国
や
国
民

を
再
び
戦
争
に
巻
き
込
む
危

険
が
強
ま
っ
て
い
る
。
日
本

を
戦
争
の
で
き
る
国
に
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
安
倍
政
権

の
暴
走
を
止
め
る
た
め
、
政

治
闘
争
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で

大
幅
賃
上
げ
と
雇
用
の
安
定

的
拡
大
を
実
現
し
、
持
続
可

能
な
経
済
成
長
と
「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

の
実
現
に
む
け
、
職
場
・
地

域
で
た
た
か
い
を
展
開
し
て

い
く
。
公
務
職
場
に
お
け
る
、

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
組

織
化
と
賃
金
・
労
働
条
件
の

改
善
に
む
け
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。

年
ぶ
り
に
賃
上
げ
を
実
現
し

が
、
実
質
賃
金
が
18
カ
月
連

続
で
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、

正
規
か
ら
非
正
規
へ
の
置
き

換
え
が
進
み
、
労
働
条
件
の

悪
化
や
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
労

働
者
が
増
え
た
。
２
年
連
続

の
賃
上
げ
要
求
を
か
か
げ
て

た
た
か
う
連
合
・
自
治
労
中

央
と
結
集
し
、
デ
フ
レ
経
済

や
景
気
後
退
か
ら
の
脱
却
、

　

２
０
１
５
春
闘
に
つ
い
て

は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ

り
金
持
ち
優
先
の
政
治
が
進

め
ら
れ
、
昨
年
の
春
闘
で
７

い
、
大
衆
運
動
を
強
め
る
。

　

統
一
自
治
体
選
挙
で
は
、

疲
弊
し
き
っ
た
地
域
・
道
民

そ
し
て
職
員
に
対
し
、
12
年

間
解
決
策
を
講
じ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
、
道
政
を
奪
還
す

る
重
要
な
た
た
か
い
だ
。
そ

の
た
め
に
、
す
べ
て
の
推
せ

ん
候
補
予
定
者
の
完
勝
を
勝

ち
取
り
、
北
海
道
か
ら
安
倍

政
権
打
倒
に
む
け
、
来
年
の

参
議
院
選
挙
へ
と
つ
な
が
る

う
ね
り
を
つ
く
り
あ
げ
る
た

め
、
全
力
で
た
た
か
う
。

　

今
中
央
委
員
会
で
、
新
た

に
上
島
執
行
委
員
（
占
冠
村

職
）
を
選
任
し
た
。

さ
れ
た
単
組
に
お
い
て
も
、

今
春
闘
を
給
与
水
準
回
復
の

ス
タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
て
、

組
合
員
・
家
族
の
生
活
は
も

と
よ
り
地
域
を
守
る
た
た
か

い
を
強
化
す
る
。

　

新
た
な
人
事
評
価
制
度
の

導
入
に
対
す
る
取
り
組
み
で

は
、
各
自
治
体
で
の
制
度
構

築
が
急
が
れ
て
お
り
、
一
方

的
に
当
局
ペ
ー
ス
で
制
度
設

定
が
進
ま
な
い
よ
う
、
検
討

内
容
の
明
確
化
を
求
め
、
制

度
構
築
・
運
用
へ
の
労
働
組

合
の
関
与
と
４
原
則
２
要
件

を
確
保
し
た
評
価
制
度
の
確

立
に
む
け
、
交
渉
を
強
め
る
。

　

安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め

る
た
め
、
通
常
国
会
で
も
焦

点
と
な
る
労
働
者
派
遣
法
改

正
や
、
労
働
規
制
緩
和
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
む

け
た
安
保
法
制
の
整
備
、
原

発
再
稼
働
な
ど
を
許
さ
な

賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
た
め
、

民
間
春
闘
を
支
援
し
連
帯
す

る
体
制
を
構
築
す
る
。
同
時

に
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の

雇
用
の
継
続
・
安
定
と
処
遇

改
善
実
現
に
取
り
組
む
。

　

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
の
取
り
組
み
で
は
、「
公
民

比
較
に
基
づ
か
な
い
引
き
下

げ
は
実
施
さ
せ
な
い
」
姿
勢

で
導
入
阻
止
の
取
り
組
み
を

継
続
し
、
導
入
を
余
儀
な
く

　

中
央
委
員
会
で
は
、
経
過

報
告
、
２
０
１
４
秋
期
闘
争

総
括
、
２
０
１
５
国
民
春
闘

方
針
、
当
面
の
闘
争
方
針
な

ど
経
過
に
４
人
、
方
針
に
11

人
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

２
０
１
５
国
民
春
闘
で

は
、
消
費
増
税
が
あ
り
、
物

価
上
昇
と
実
質
賃
金
の
低
下

が
続
く
な
か
、
労
働
組
合
の

真
価
が
問
わ
れ
る
た
た
か
い

と
な
る
。
昨
年
以
上
の
大
幅

　

道
本
部
は
２
月
６
日
、
自
治
労
会
館
で
第
１
２
０
回

中
央
委
員
会
を
開
き
、
３
２
０
人
（
う
ち
女
性
34
人

10
・
63
％
）が
参
加
し
た
。
２
０
１
５
国
民
春
闘
方
針
、

当
面
の
闘
争
方
針
を
決
定
し
、
第
18
回
統
一
自
治
体
選

挙
勝
利
に
む
け
た
決
議
（
案
）
と
闘
争
宣
言
（
案
）
を

採
択
し
、
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
た
た
か
う
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
新
た
に
執
行
委
員
を
選
出
し
た
。

対自治体闘争ゾーンの取り組み

２月23日㈪～27日㈮　要求書提出日
　　　　　　　　　　集中提出日２月27日㈮
２月23日㈪～３月末　組合旗掲揚
３月９日㈪　　　　　回答指定日
３月10日㈫～19日㈭　重点交渉期間
３月16日㈪～20日㈮　腕章着用
３月20日㈮　　　　　超勤拒否・主張拒否

〔具体的戦術〕

対自治体闘争自治労道本部統一行動
29分時間内くい込み集会

中央委員会では、2015国民春闘方針、当面の闘争方針を確認した＝２月６日、札幌市

道
本
部
あ
い
さ
つ執行委員長・山上 潔

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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統
一
自
治
体
選
挙
の
勝
利
！

北
海
道
か
ら
流
れ
を
変
え
よ
う

　

一
時
金
の
一
部
回
復
は
あ

っ
た
が
、
い
ま
だ
職
員
の
中

途
退
職
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
。
現
在
、
人
事
評
価
制

度
・
給
与
制
度
の
総
合
的
見

　

「
総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い

て
、
国
に
よ
る
賃
下
げ
が
横

行
さ
れ
、
都
市
と
地
方
の
格

差
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

春
闘
に
結
集
し
、
人
勧
に

む
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。
ま
た
、
地
公
三
者
共
闘

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
闘
争

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

２
０
１
４
確
定
闘
争
で
は

臨
時
非
常
勤
等
職
員
の
処
遇

改
善
が
多
く
取
り
組
ま
れ

た
。
一
方
で
賃
金
改
善
時
期

が
正
規
職
員
と
均
等
待
遇
と

な
っ
て
い
な
い
課
題
も
あ

る
。
組
織
化
に
む
け
、
臨
・
非

連
絡
会
議
と
連
携
し
て
ほ
し

い
。
２
月
21
日
に
仲
間
づ
く

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
街
頭
宣

伝
行
動
を
行
い
、
仲
間
を
増

や
す
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

　

春
闘
期
に
産
休
の
産
前
８

週
、
夏
季
休
暇
の
拡
充
を
求

め
交
渉
を
強
化
す
る
。
新
規

採
用
者
の
４
月
加
入
を
自
主

福
祉
活
動
の
推
進
と
あ
わ
せ

て
取
り
組
む
。
統
一
選
で
は

『
川
上
こ
う
い
ち
』
を
組
織

内
決
定
し
、
知
事
選
・
道
議
選

を
頂
点
に
勝
利
の
た
め
取
り

組
む
。

　

賃
金
担
当
者
会
議
の
ブ
ロ

ッ
ク
開
催
を
引
き
続
き
お
願

い
す
る
。
人
事
評
価
制
度
は

交
渉
力
強
化
が
求
め
ら
れ

る
。
労
働
者
全
体
の
た
た
か

い
と
し
て
取
り
組
む
。
統
一

選
の
取
り
組
み
は
、組
合
員
・

　

12
年
前
の
知
事
選
に
敗
れ

　

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
の
交
渉
状
況
は
厳
し
い
。

青
年
層
が
自
分
た
ち
へ
の
影

響
を
分
析
し
て
交
渉
へ
持
ち

込
み
、
自
信
に
繋
が
っ
て
い

直
し
と
と
も
に
実
質
３
％
の

削
減
圧
縮
を
議
論
し
て
い

る
。
統
一
選
は
地
方
自
治
を

守
る
た
た
か
い
と
し
て
取
り

組
む
。

　

地
方
本
部
と
し
て
２
月
19

日
に
戦
術
配
置
し
「
総
合
的

見
直
し
」
に
対
す
る
取
り
組

み
を
展
開
す
る
。
導
入
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
も
実
損
補

て
ん
措
置
を
求
め
、
臨
・
非
職

員
の
処
遇
改
善
を
は
か
る
な

ど
、『
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起

き
な
い
運
動
』
を
進
め
る
。

統
一
選
も
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
む
。

に
組
合
員
を
固
め
３
選
を
勝

ち
取
っ
た
。
引
き
続
き
、
統

一
選
に
む
け
て
運
動
を
強
化

す
る
。
「
総
合
的
見
直
し
」
課

題
で
は
、
国
を
上
回
る
経
過

措
置
を
勝
ち
取
っ
た
。
今
後

も
全
力
で
取
り
組
む
。

る
一
方
、
実
際
に
賃
金
改
善

が
さ
れ
な
い
現
状
に
、
残
念

な
声
も
聞
こ
え
る
。
普
段
参

加
の
な
い
組
合
員
の
声
を
拾

い
春
闘
た
た
か
う
。

を
守
る
た
た
か
い
強
化
の
働

き
か
け
を
要
請
す
る
。

　

網
走
市
へ
の
檄
文
・
激
布

の
結
集
を
要
請
す
る
。
自
治

体
で
は
受
託
事
業
業
者
で
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。
臨
時

非
常
勤
職
員
、
委
託
先
職
員

の
処
遇
改
善
が
重
要
。
質
の

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
確
保

す
る
た
め
に
取
り
組
み
強
化

　

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
１
月
闘
争

に
お
い
て
号
俸
増
設
な
ど
一

部
前
進
回
答
を
引
き
出
し
た

が
、
妥
結
と
な
っ
た
。
16
年

　

女
性
の
課
題
、
春
闘
期
の

課
題
を
共
有
す
る
場
と
し
て

女
性
交
流
集
会
・
政
治
学
習

会
を
開
い
た
。
女
性
部
と
し

　

昨
年
12
月
と
１
月
に
現
業

職
場
全
廃
の
合
理
化
提
案
が

を
。
統
一
選
で
は
現
業
公
企

労
働
者
の
権
利
を
最
大
限
に

活
か
し
た
た
か
う
。

に
及
ぶ
独
自
削
減
な
ど
、
人

件
費
削
減
を
見
込
ん
だ
高
橋

知
事
の
行
財
政
運
営
を
改
め

る
た
め
に
も
、
統
一
選
に
勝

利
し
、
知
事
を
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

て
暮
ら
し
と
平
和
、
民
主
主

義
を
守
る
た
た
か
い
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
取
り
組
む
。
職

場
改
善
実
態
調
査
、
権
利
実

態
調
査
結
果
を
活
用
し
春
闘

期
に
ス
タ
ー
ト
す
る
男
女
平

等
推
進
闘
争
に
反
映
し
て
い

く
。

出
さ
れ
た
。
３
年
前
に
退
職

不
補
充
が
提
案
さ
れ
、
現
業

職
場
の
あ
り
方
を
検
証
し
て

示
す
と
さ
れ
て
い
た
が
こ
の

間
な
に
も
な
い
な
か
で
の
提

　

網
走
市
の
現
業
全
廃
と
も

言
え
る
当
局
提
案
は
、
評
議

会
を
先
頭
に
全
単
組
か
ら
反

対
の
意
思
表
示
を
頂
き
た

い
。

　

現
業
春
闘
要
求
書
は
、
全

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
要

求
書
と
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

　

全
道
庁
の
１
月
闘
争
は
、

ギ
リ
ギ
リ
の
た
た
か
い
い
の

な
か
で
成
果
を
あ
げ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施

行
か
ら
30
年
が
経
過
し
た

が
、
今
こ
そ
職
場
実
態
、
原

点
に
戻
っ
た
運
動
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

統
一
選
へ
の
決
意
が
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
出
さ
れ
た
。
全
体

で
共
有
し
、
た
た
か
い
へ
結

集
し
て
ほ
し
い
。

案
。
現
在
、
職
種
単
位
で
討

議
を
し
て
い
る
。
団
体
交
渉

は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
。
全
道

の
仲
間
と
と
も
に
た
た
か
う
。

佐藤中央委員

高野中央委員

田中中央委員

増田中央委員

村上中央委員

柴田中央委員

斉藤中央委員

佐藤中央委員

佐藤中央委員

田村中央委員

千葉中央委員

碁石中央委員

結城中央委員

（夕張市職労）

（上川地方本部）

（十勝地方本部）

（札幌病職）

（七飯町労連）

（渡島地方本部）

（江別市職労）

（全道庁労連十勝総支部）

　

「
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
」

と
称
し
た
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
改

悪
や
介
護
報
酬
の
削
減
、
民

間
委
託
・
指
定
管
理
問
題
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
公
共
民
間
労
組

と
し
て
、
取
り
組
み
の
再
構

築
を
は
か
る
。
道
本
部
に
は

中
央
に
対
し
労
働
者
の
権
利

石田中央委員
（北海道福祉ユニオン）

（津別町職）

（札幌市交通労組）

（全道庁労連）

（猿払村職）

（網走市労連）

統
一
選
は
地
方
自
治
守
る
た
た
か
い

■

た
だ
で
は
起
き
な
い
運
動
進
め
る

■

「
総
合
的
見
直
し
」で
格
差
拡
大
に

■

仲
間
を
増
や
す
取
り
組
み
強
化

■

統
一
選
勝
利
の
た
め
取
り
組
む

■

労
働
者
全
体
で
た
た
か
う

■

「
伝
わ
る
運
動
」意
識
す
る

■

知
事
候
補
の
早
期
擁
立
を

■

権
利
を
守
る
た
た
か
い
強
化

■

　

旭
川
市
長
選
で
は
、
議
会

や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
公
務
員

の
政
治
活
動
批
判
が
厳
し
い

な
か
、
教
宣
発
行
な
ど
地
道

佐藤中央委員
（旭川市職労）

統
一
選
に
む
け
運
動
強
化

■

組
合
員
の
声
で
春
闘
た
た
か
う

■

委
託
先
職
員
の
処
遇
改
善
が
重
要

■

統
一
選
で
知
事
を
変
え
な
け
れ
ば

■

実
態
調
査
を
闘
争
に
反
映

■

全
道
の
仲
間
と
た
た
か
う

■

方
針
に
対
す
る
質
疑

経
過
に
対
す
る
質
疑

秋
元
克
広　

札
幌
市
長
候
補
予
定
者

道
本
部
答
弁
（
方
針
） 中

央
情
勢
報
告

道
本
部
答
弁
（
経
過
）

藤
盛
副
委
員
長

難
波
副
委
員
長

自
治
労
中
央
本
部

川
本
書
記
長

大
出
書
記
長

第18回統一自治体選挙

すべての地域で完勝しよう！
自治労道本部組織内
候補予定者を推薦決定

区分 選挙区 氏　　　　名 推薦単組名 年齢 期

市
長

札 幌 市 秋元　克広（アキモトカツヒロ） 札幌市職連 58 新人

砂 川 市 善岡　雅文（ヨシオカマサフミ） 砂川市職労 64 現１期

道

議

札幌市（中央区） 藤川　雅司（フジカワマサシ） 札幌市職連 58 新人

札幌市（東区）星野　高志（ホシノタカシ） 札幌市交通労組 62 現５期

札幌市（白石区） 広田まゆみ（ヒロタマユミ） 全道庁労連 50 現２期

函 館 市 高橋　　亨（タカハシトオル） 函館市職労 60 現３期

旭 川 市 木村　峰行（キムラミネユキ） 全道庁労連 64 現４期

苫 小 牧 市 沖田　清志（オキタキヨシ） 苫小牧市職労 50 現１期

室 蘭 市 滝口　信喜（タキグチノブヨシ） 室蘭市職労 67 現５期

上 川 北口　雄幸（キタグチユウコウ） 士別市職労 58 現２期

空 知 稲村　久男（イナムラヒサオ） 砂川市職労 58 現２期

渡 島 笹田　　浩（ササダヒロシ） 八雲町職労 53 現１期

オホーツク 日下　太朗（クサカタロウ） 津別町職 67 現４期

帯 広 市 三津　丈夫（ミツタケオ） 帯広市労連 65 前５期

北 広 島 市 小岩　　均（コイワヒトシ） 北広島市職労 55 新人

政

令

市

議

札幌市（中央区） 村上　裕子（ムラカミユウコ） 札幌市職連 58 現１期

札幌市（西区） 大島　　薫（オオシマカオル） 札幌市職連 63 現５期

札幌市（白石区） 畑瀬　幸二（ハタセコウジ） 札幌市労 68 現６期

札幌市（南区） 岩崎　道郎（イワサキミチロウ） 札幌市職連 41 新人

市
議

小 樽 市 中村　誠吾（ナカムラセイゴ） 小樽市職労 56 新人

旭 川 市
白鳥　秀樹（シラトリヒデキ） 旭川市職労 63 現２期

髙木　啓尊（タカギヒロタカ） 旭川市職労 49 新人

区分 選挙区 氏　　　　名 推薦単組名 年齢 期

市

議

名 寄 市
奥村　英俊（オクムラヒデトシ） 名寄市職労 58 現１期

高野美枝子（タカノミエコ） 全道庁労連 60 現１期

函 館 市

福島　恭二（フクシマキョウジ） 函館病労 75 現８期

斉藤佐知子（サイトウサチコ） 函館市職労 56 現３期

道畑　克雄（ミチハタカツオ） 函館市職労 53 現２期

滝 川 市 荒木　文一（アラキブンイチ） 滝川市職労 52 現２期

芦 別 市 小川　政憲（オガワマサノリ） 芦別市職労 61 現１期

砂 川 市 飯澤　明彦（イイザワアキヒコ） 砂川市職労 53 現２期

三 笠 市 丸山　修一（マルヤマシュウイチ） 三笠市職労 64 現４期

夕 張 市 厚谷　　司（アツヤツカサ） 夕張市職労 49 現１期

苫 小 牧 市

西野　茂樹（ニシノシゲキ） 苫小牧市職労 65 現４期

小山　征三（コヤマセイゾウ） 苫小牧市職労 58 現１期

岩田　　薫（イワタカオル） 苫小牧市職労 56 新人

室 蘭 市 小田中　稔（オダナカミノル） 室蘭市職労 51 現２期

網 走 市 山田庫司郎（ヤマダコシロウ） 網走市労連 63 現４期

帯 広 市
鈴木　仁志（スズキヒトシ） 帯広市労連 55 現２期

岡坂　忠志（オカサカタダシ） 帯広市労連 50 新人

町

議

京 極 町 中村　厚子（ナカムラアツコ） 京極町職 54 現１期

倶 知 安 町 笠原　啓仁（カサハラケイジ） 倶知安町職 53 現４期

七 飯 町 川上　弘一（カワカミコウイチ） 七飯町労連 60 新人

浦 河 町 飯田美和子（イイダミワコ） 浦河町職労 48 現１期

新 得 町 長野　　章（ナガノアキラ） 新得町職 65 現３期

組
織
内
候
補
予
定
者
の
完

勝
を
誓
っ
た

（自治労道本部組織内候補予定者一覧 ２月６日現在）

〔 〕

当選者発表！

答えは： にSTOP！安倍政権の
　新年号、「自治労北海道」『2015地本のイチ
オシおいしいものプレゼント』に183通、新
年号の感想も含めてご応募をいただきまし
た。今年は35人に各地本・本部・道本部か
ら商品をお届けいたします。（商品は２月下
旬から３月上旬にかけて、各単組総支部宛
に発送致します。）
　【問題：安倍政権の○○にＳＴＯＰ！】の
答えは『暴走』。
　今年のおいしいもの一番人気は『胆振地

本・厚真町職・あづまジンギスカンセッ
ト』に37通の応募がありました。二番人気
は『留萌地本・小平町職・黒毛和牛ハンバ
ーグセット』に29通、三番人気は『道本部・
珈琲問屋豆源の珈琲セット』に18通の応募
がありました。
　ご応募いただいたみなさま、ありがとう
ございます。またご協力いただいた地方本
部・単組のみなさまに感謝申し上げます。
ありがとうございました。

当

選

者

【
石
狩
・
千
歳
市
職
労
「
染

み
込
む
飲
み
心
地
、
千
歳
の

お
す
す
め
ワ
イ
ン
」
２
人
】

横
山　

千
鶴
子
（
赤
平
市
職

労
）、
今
井　

祐
一
（
帯
広
市

労
連
）【
後
志
・
積
丹
町
職

「
積
丹
で
し
か
売
っ
て
な

い
、
自
慢
の
味
」
１
人
】
東

田　

美
智
子
（
登
別
市
職

労
）【
上
川
・
剣
淵
町
職
労

「
じ
ん
じ
ん
く
る
ぜ
！
剣
淵

町
」１
人
】
石
井　

光
郎
（
札

幌
市
職
連
）【
留
萌
・
小
平
町

職
「
黒
毛
和
牛
ハ
ン
バ
ー
グ

セ
ッ
ト
」
４
人
】
林　

克
典

（
全
道
庁
労
連
胆
振
総
支

部
）、
村
田　

智
美
（
札
幌
市

職
連
）、吉
田　

優
子
（
寿
都

町
職
）、中
嶋　

美
紀
（
士
幌

町
職
）【
宗
谷
・
浜
頓
別
町
職

「
ス
ワ
ッ
ト
ン
お
す
す
め
の

一
品
」
２
人
】
芳
賀　

宏
美

（
厚
岸
町
職
）
、坂
上　

ゆ
か

り
（
函
館
市
職
労
）【
渡
島
・

福
島
町
職
労
「
ス
ル
メ
と
昆

布
セ
ッ
ト
」
１
人
】
目
黒　

峰
子
（
名
寄
市
職
労
）【
檜

山
・
乙
部
町
職
「
お
と
べ
の

ハ
チ
ミ
ツ
セ
ッ
ト
」
２
人
】

阿
部　

秀
明
（
苫
小
牧
病

職
）
、小
椋　

圭
貴
（
全
道
庁

労
連
十
勝
総
支
部
）【
空
知
・

芦
別
市
職
労
「
美
味
！
あ
し

べ
つ
だ
け
セ
ッ
ト
」
１
人
】

越
前　

早
彩
（
留
萌
市
労

連
）【
胆
振
・
厚
真
町
職
「
あ

づ
ま
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
セ
ッ

ト
」
２
人
】
小
野　

淳
（
鹿

追
町
職
）、
鈴
木　

優
香
（
恵

庭
市
職
労
）【
日
高
・
浦
河
町

職
労
「
池
田
鮮
魚
店
さ
ん
の

お
魚
セ
ッ
ト
」
１
人
】
原
田

札
内
村
職
「
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
」２
人
】籠
味　

生
美
（
上

川
町
職
労
）、
田
中　

強
（
全

道
庁
労
連
留
萌
総
支
部
※
羽

幌
病
院
）【
釧
根
・
羅
臼
町
職

労
「
羅
臼
★
の
ん
べ
え
セ
ッ

ト
」１
人
】
鴇
田　

瑞
恵
（
清

水
町
職
）【
本
部
の
品
・
２

人
】
藤
本　

文
子
（
斜
里
町

労
連
）、上
田　

薫
（
標
津
町

職
）【
道
本
部
の
品
「
珈
琲
問

屋
豆
源
の
珈
琲
セ
ッ
ト
」
10

人
】
望
月　

奈
穂
子
（
全
道

庁
労
連
東
京
事
務
所
支
部
）、

阿
部　

直
美
（
訓
子
府
町

職
）、岡
田　

浩
（
稚
内
市
労

連
）、石
川　

美
子
（
倶
知
安

町
職
）、
嶋
崎　

有
記
子
（
芽

室
町
職
）、
萩
原　

千
明
（
せ

た
な
町
職
）、田
西　

真
由
美

（
本
別
町
職
）、
森
川　

裕
美

（
旭
川
市
職
労
）、清
野　

瑞

穂
（
留
萌
市
労
連
）
、宮
崎　

優
子
（
士
幌
町
職
）【
10
周
年

記
念
特
別
賞
品
「
幻
の
浜
益

牛
詰
め
合
わ
せ
」２
人
】
佐
々

木　

一
穂
（
札
幌
市
労
）、
長

久
保　

望
（
長
万
部
町
職

労
） 

（
以
上
、
敬
称
略
）

　

育
世
（
羽
幌

町
職
）【
網
走
・

美
幌
町
職
「
び

ほ
ろ
豚
ト
ン
セ

ッ
ト
」
１
人
】

猪

狩　

浩

介

（
大

樹

町

労

連
）【
十
勝
・
中

暴 走

おいしいもの
プレゼント地本のいちおし

　

賃
金
水
準
の
維
持
・
改
善

に
む
け
「
要
求
―
交
渉
―
妥

結
―
書
面
化
」
の
取
り
組
み

を
。
自
民
党
行
革
本
部
は
地

方
公
務
員
人
件
費
の
削
減
を

明
確
に
し
、
骨
太
方
針
に
反

映
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
春

闘
期
か
ら
地
方
財
政
確
立
、

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
雇

い
止
め
を
さ
せ
な
い
対
策
と

均
等
待
遇
実
現
に
む
け
た
取

り
組
み
を
。
統
一
選
で
一
人

で
も
多
く
私
た
ち
の
思
い
を

理
解
す
る
人
を
送
り
出
す
こ

と
で
、
改
め
て
政
権
交
代
に

む
け
た
流
れ
に
変
え
よ
う
。

来
年
の
参
院
選
で
『
え
さ
き

た
か
し
』
を
再
び
国
会
へ
送

り
出
す
こ
と
が
、
私
た
ち
の

賃
金
・
労
働
条
件
・
地
域
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

来
賓
あ
い
さ
つ

　

春
闘
で
は
２
％
以
上
の
賃

上
げ
を
勝
ち
取
り
、
中
小
企

業
・
非
正
規
労
働
者
へ
波
及

さ
せ
社
会
全
体
の
底
上
げ
を

は
か
る
。
労
働
者
保
護
ル
ー

ル
改
悪
に
対
し
将
来
へ
禍
根

を
残
さ
な
い
た
た
か
い
を
展

開
す
る
。
知
事
選
に
つ
い
て

は
現
職
の
４
選
阻
止
を
は
か

る
べ
く
議
論
し
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
は
集
団
的
自
衛

権
に
つ
い
て
関
連
法
案
の
成

立
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
６
月
20
日
に
戦
争
を
さ

せ
な
い
北
海
道
集
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
総
力
を
あ
げ
て

阻
止
す
る
。
ま
た
、
泊
原
発

再
稼
働
や
幌
延
・
大
間
の
問

題
な
ど
、
さ
よ
う
な
ら
原
発

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

昨
年
の
衆
院
選
で
は
２
議

席
か
ら
５
議
席
へ
と
一
定
の

足
掛
か
り
が
で
き
た
。
知
事

候
補
を
示
せ
な
い
こ
と
を
お

詫
び
す
る
。
２
月
中
旬
に
は

明
ら
か
に
す
る
。
安
倍
政
権

の
暴
走
を
止
め
る
に
は
地
域

で
の
た
た
か
い
が
重
要
。
多

く
の
推
薦
候
補
を
擁
立
し
統

一
選
に
勝
利
し
よ
う
。

　

消
防
協
と
し
て
、安
心
・
安

全
、
地
域
防
災
の
た
め
の
議

員
を
選
出
す
る
た
め
、
み
な

さ
ん
と
連
携
し
て
統
一
選
を

取
り
組
む
。
そ
し
て
、
安
倍

暴
走
政
権
を
止
め
る
。

　

組
織
拡
大
推
進
委
員
会
で

は
消
防
協
の
組
織
拡
大
を
提

言
し
て
お
り
、
各
単
組
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

連合北海道

北海道平和運動フォーラム

民主党北海道

北海道消防職員協議会

工藤会長

長田事務局長

勝部幹事長

菅原会長

　

青
年
層
は
、
激
務
に
よ
り

組
合
運
動
に
消
極
的
で
も
集

会
に
参
加
す
る
こ
と
で
前
向

き
に
な
れ
る
。「
伝
わ
る
運

動
」
を
意
識
し
た
い
。
春
闘

で
は
評
価
制
度
と
政
治
闘
争

強
化
に
つ
い
て
提
起
す
る
。

職
場
で
声
を
あ
げ
る
た
め
、

必
要
な
仲
間
づ
く
り
や
学
習

て
以
降
、
知
事
候
補
早
期
擁

立
を
議
論
し
て
き
た
が
、
未

だ
決
定
し
て
い
な
い
現
状

に
、
組
合
員
か
ら
「
知
事
を

変
え
る
気
は
あ
る
の
か
」
と

い
う
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

２
月
中
旬
擁
立
に
む
け
、
北

海
道
政
権
戦
略
会
議
に
意
見

反
映
を
お
願
い
す
る
。

家
族
・
知
友
人
へ
の
声
か
け

を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
。

活
動
強
化
な
ど
、
基
本
組
織

と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

つ
い
て
情
報
発
信
し
た
い
。

本
部
へ
の
意
見
反
映
を
し
て

い
く
。
国
を
上
回
る
経
過
措

置
に
つ
い
て
は
全
体
化
し
参

考
と
し
て
ほ
し
い
。

　

多
く
の
単
組
で
臨
時
・
非

常
勤
等
職
員
の
処
遇
改
善
を

勝
ち
取
っ
て
い
る
。
一
方
で

４
月
遡
及
の
扱
い
な
ど
の
課

題
が
あ
る
こ
と
を
全
体
で
認

識
し
て
ほ
し
い
。
２
０
１
４

総
務
省
通
知
の
メ
リ
ッ
ト
を

ど
う
活
用
し
処
遇
改
善
し
て

い
く
か
求
め
ら
れ
る
。
根
幹

に
つ
い
て
は
総
務
省
対
策
を

引
き
続
き
行
う
。

　

青
年
部
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
は
重
要
。
青
年
層

が
参
加
し
や
す
い
体
制
づ
く

　

「
総
合
的
見
直
し
」は
最
終

局
面
を
む
か
え
る
。
全
道
の

交
渉
状
況
に
つ
い
て
情
報
交

換
す
る
と
と
も
に
支
援
を
行

う
。
全
道
庁
の
妥
結
結
果
が

全
道
へ
与
え
る
影
響
を
踏
ま

え
、
署
名
行
動
な
ど
地
公
三

者
共
闘
の
常
任
戦
術
委
員
会

で
議
論
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　

地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と

し
た
総
務
省
圧
力
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
中
央

　

夕
張
の
実
態
は
、
安
心
し

て
働
く
に
は
程
遠
い
状
況
で

り
を
全
単
組
に
要
請
す
る
。

　

労
働
法
制
改
悪
の
課
題
な

ど
、
機
会
あ
る
ご
と
に
意
見

反
映
を
し
て
い
く
。

　

賃
金
担
当
者
会
議
は
時
々

の
課
題
に
あ
わ
せ
て
き
め
細

か
な
対
応
を
と
っ
て
い
く
。

「
総
合
的
見
直
し
」
に
関
わ

る
人
事
院
規
則
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に

あ
り
、
全
体
で
共
有
し
た

い
。

　

総
務
省
対
策
強
化
は
全
国

か
ら
本
部
に
要
請
の
あ
る
課

題
。
私
た
ち
も
議
会
意
見
書

採
択
な
ど
、
地
方
か
ら
取
り

組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

介
護
報
酬
の
改
定
は
、
介

護
現
場
の
充
実
と
い
う
要
請

に
逆
行
し
た
流
れ
で
あ
り
、

こ
れ
を
止
め
る
の
は
政
治
の

流
れ
か
ら
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

今
回
の
統
一
選
は
、
従
来

の
「
知
事
選
を
頂
点
と
す

る
」
と
い
う
闘
い
の
み
な
ら

ず
、
暴
走
す
る
安
倍
政
権
を

止
め
る
た
め
の
選
挙
で
も
あ

り
、
国
の
政
策
誘
導
、
中
央

集
権
に
歯
止
め
を
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

知
事
候
補
に
つ
い
て
は
、

連
合
に
意
見
反
映
を
し
て
き

た
と
こ
ろ
だ
が
、
残
念
な
現

状
に
あ
る
。
し
か
し
、
今
後

の
取
り
組
み
に
む
け
、
体
制

の
構
築
を
お
願
い
し
た
い
。

左から、豊富町職・高田さん、浜中町職・細越さん

議長団あいさつ

　本中央委員会で2015国民

春闘、統一自治体選挙闘争

の方針が確立された。職

場・地域でしっかりと運動

を進めよう。

女
性
部
長

さん

さん

さん

書
記

臨
時
書
記

採
用

予
定

（

（
）

）

2014年

2015年

上
島
早
苗

前
田
華
奈

中
村
真
友

執行委員・書記新
よろしくお願いします

　

上
田
市
政
で
と
も
に
市
民

の
た
め
の
市
役
所
づ
く
り
を

行
っ
て
き
た
。

　

上
田
市
政
が
や
っ
て
き
た

「
人
に
や
さ
し
ま
ち
づ
く

り
」
を
継
続
す
る
。
札
幌
だ

け
で
は
な
く
、
他
の
中
核
都

市
と
連
携
し
て
、
北
海
道
全

体
が
良
く
な
る
よ
う
頑
張
り

た
い
。

、

12
１

４
１
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初
め

ま
し

て
。
も
し
く
は

ご
無
沙
汰
し
て

い
ま
す
。
ま
た

女
性
部
長
を
担

う
事
に
な
り
ま

し
た
。
非
専
従

と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
十
分
に
任
務
を
果
た

せ
な
く
心
苦
し
い
で
す
が
、

職
場
で
も
中
堅
ど
こ
ろ
で
あ

る
た
め
、
な
か
な
か
の
体
力

勝
負
、
頭
フ
ル
回
転
で
両
立

を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
場
に
い
な
が
ら
道

本
部
役
員
を
担
う
こ
と
は
、

職
場
と
道
本
部
両
方
を
見
な

が
ら
運
動
を
進
め
ら
れ
る
と

い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
職

場
で
は
、
業
者
は
女
性
で
あ

る
私
に
だ
け
名
刺
を
置
い
て

い
き
ま
せ
ん
。
空
席
に
は
置

い
て
い
く
の
に
。
そ
う
し
た

日
々
の
屈
辱
感
が
、
世
の
中

を
男
女
平
等
社
会
に
し
て
い

か
な
く
て
は
と
い
う
原
動
力

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の

政
策
に
よ
り
、
仕
組
み
と
し

て
女
性
を
参
画
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
る
現

場
に
対
し
、
労
働
組
合
の
女

性
参
画
の
歩
み
の
遅
さ
に
も

も
ど
か
し
さ
を
覚
え
ま
す
。

　

い
ま
、
日
本
は
大
き
な
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
和
で
安
心
な
未
来
の
た
め

に
、
男
女
が
力
を
合
わ
せ
、

声
を
あ
げ
た
た
か
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
で
す
。

�

（
上
島
早
苗
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

「人事評価制度リーフ」を使い、学習を深めた＝２月10日、北斗市

【
渡
島
地
方
本
部
発
】
北
斗

市
職
労
青
年
部
で
は
、
２
月

10
日
に
幹
事
会
を
開
き
、「
人

事
評
価
制
度
」
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。

　

幹
事
会
で
は
、
人
事
評
価

制
度
に
つ
い
て
「
そ
も
そ
も

導
入
の
目
的
は
な
に
か
」
を

学
習
し
よ
う
と
い
う
議
論
に

な
り
、「
人
事
評
価
制
度
リ
ー

フ
」
の
読
み
合
わ
せ
学
習
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

読
み
合
わ
せ
学
習
で
は
、

「
公
務
員
に
は
ノ
ル
マ
を
達

成
す
る
と
い
う
よ
う
な
仕
事

の
仕
方
は
そ
ぐ
わ
な
い
」「
分

散
会
で
は
良
い
面
と
悪
い
面

の
両
方
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
た
が
、
悪
い
面
を
解
決
し

な
い
と
導
入
し
て
は
い
け
な

い
」「
必
ず
Ｄ
評
価
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
重

い
」「
導
入
後
の
職
場
環
境
が

ど
う
な
る
か
怖
い
」
と
い
っ

た
導
入
に
対
す
る
率
直
な
思

い
が
出
さ
れ
、「
導
入
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
な
か

で
、
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
は

ど
う
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
」
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
青
年
部
員

全
員
に
問
題
意
識
を
持
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
３
月
７
日
に
単
組
青
年

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
北
斗
市
職
労
・
青
年
部

長
・
村
田　

圭
）

人
事
評
価
制
度
導
入
を
考
え
る

あいはら参議は、国政の課題や情勢を詳しく話した＝２月13日

政治集会では、統一選をたたかう意思統一をした＝２月１日

女性交流集会では、さまざまな実態が交流された＝１月31日、札幌市

女
性
交
流
集
会
・
政
治
学
習
会

女
性
の
昇
格
は
後
回
し
？

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

人手不足が加速
介護職場が危ない

⑨

　

介
護
現
場
職
員
数
調
査
が

発
表
さ
れ
、
高
齢
化
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
度

時
点
で
約
30
万
人
が
不
足
し

ま
す
。
現
在
、
介
護
現
場
で

は
、
職
員
不
足
が
慢
性
化
し
、

あ
る
特
養
で
は
１
０
０
床
の

う
ち
、
職
員
不
足
に
よ
り
60

床
し
か
入
居
で
き
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
今
年
度
の
介
護
報

酬
改
定
で
職
員
賃
金
を
月
額

１
万
２
千
円
引
き
上
げ
る
額

を
確
保
し
ま
し
た
が
、
報
酬

額
全
体
で
は
２
・
27
％
の
引

き
下
げ
を
実
施
し
ま
し
た
。

介
護
職
場
賃
金
は
、
他
の
産

業
と
比
べ
30
％
低
く
な
り
、

介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
で
、

更
に
賃
金
引
き
下
げ
の
懸
念

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と

介
護
職
場
で
働
き
を
求
め
る

人
が
い
な
く
な
り
、
更
に
人

手
不
足
が
加
速
さ
れ
ま
す
。

　

現
役
の
人
も
年
を
取
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な

る
時
期
が
必
ず
き
ま
す
。
人

材
不
足
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
強
化
を
は
か
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
治
労
は
、
引
き
続
き
サ

ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
予

算
措
置
を
求
め
て
い
く
と
と

も
に
、
介
護
職
場
の
組
織
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

１
月
28
日
、
本
会
議
に
お
い
て
「
平
成

25
年
度
決
算
」
に
対
す
る
代
表
質
問
を
し

ま
し
た
。
登
壇
は
何
度
か
あ
り
ま
す
が
、

結
構
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。基
本
的
に
は
、

決
算
と
い
う
の
は
政
策
に
伴
う
予
算
執
行

が
、
社
会
の
「
安
心
」
と
「
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
」
を
い
か
に
効
果
的
に
支
え
、
公

平
性
を
保
っ
て
い
る
か
の
視
点
で
、
財
政

統
制
の
充
実
・
強
化
の
観
点
で
精
査
し
、

次
年
度
予
算
に
反
映
す
る
事
が
重
要
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
①
公
共
事
業
費
重
視

予
算
で
財
政
再
建
を
い
か
に
実
現
す
る
の

か
②
富
裕
層
優
遇
の
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

で
は
、
格
差
の
拡
大
・
固
定
化
を
進
め
る

だ
け
で
は
無
い
か
③
地
方
創
成
を
謳
う
の

で
あ
れ
ば
、
一
過
性
の
財
源
で
は
無

く
恒
久
財
源
を
地
方
自
治
体
に
明
言

す
べ
き
④
四
割
を
占
め
る
非
正
規
雇
用
者

の
雇
用
環
境
の
整
備
の
必
要
性
⑤
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
が
、
総

理
答
弁
は
現
状
を
本
気
で
捉
え
て
い
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。（
２
月
２
日
、
東
京
に
て
）

現
状
を
本
気
で
捉
え
な
い
安
倍
首
相

㉞

け
て
い
る
た
め
、
民
主
党
で

対
案
を
つ
く
る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
道
本
部
総
合
研

究
室
・
酒
井
事
務
局
長
か
ら

「
国
政
・
高
橋
道
政
12
年
間

の
評
価
」
と
題
し
た
講
演
を

受
け
、「
理
念
な
き
リ
ー
ダ
ー

に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
北
海

道
」を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、

統
一
選
は
重
要
で
あ
り
、
た

た
か
う
意
思
統
一
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
た
。

さ
れ
る
」
と
い
っ
た
実
態
が

交
流
さ
れ
た
。

　

政
治
学
習
会
で
は
、「
国
政

報
告
・
政
治
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
て
、
あ
い
は
ら

く
み
こ
参
議
院
議
員
が
講
演

し
た
。
あ
い
は
ら
参
議
は
、

「
安
倍
政
権
と
対
峙
す
る
に

は
、
国
民
意
識
を
変
え
る
こ

と
が
大
事
だ
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、「
『
女
性
の
活
躍
推
進
法

案
』
は
、
現
状
の
視
点
が
抜

に
な
り
、
自
分
た
ち
の
マ
チ

が
攻
撃
を
受
け
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
強
調
し
、
平
和
運
動

の
必
要
性
を
学
ん
だ
。

　

分
散
会
で
は
、「
上
司
の
理

解
が
な
く
、
子
ど
も
を
産
む

こ
と
や
働
き
続
け
る
こ
と
が

不
安
」「
女
性
に
実
力
が
あ
っ

て
も
昇
格
な
ど
が
後
回
し
に

　

交
流
集
会
で
は
、
室
蘭
工

業
大
学
・
清
末
愛
砂
準
教
授

が
「
集
団
的
自
衛
権
と
特
定

秘
密
保
護
法
」
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

　

清
末
さ
ん
は
「
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
す
る
と
、
多
く

の
自
衛
隊
基
地
が
集
約
さ
れ

て
い
る
北
海
道
が
、
出
撃
港

　

道
本
部
女
性
部
は
１
月
31
～
２
月
１
日
、「
２
０
１
５

年
度
第
34
回
女
性
交
流
集
会
」「
女
性
政
治
学
習
会
」
を

開
き
、
83
単
組
総
支
部
・
１
消
防
協
１
４
８
人
が
参
加

し
た
。

　

あ
い
は
ら
く
み
こ
北
海
道

連
合
後
援
会
は
、２
月
13
日
、

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
２
０

１
５
年
度
総
会
を
開
き
80
人

が
参
加
し
た
。

　

中
沢
後
援
会
会
長
は
、「
総

選
挙
で
は
残
念
な
が
ら
自
公

政
権
で
３
分
２
以
上
の
議
席

を
維
持
し
た
が
、
北
海
道
は

議
席
を
増
や
し
て
、
再
建
の

足
が
か
り
を
得
た
」、
と
し
た

う
え
で
、「
今
後
も
、
あ
い
は

ら
参
議
を
支
え
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

出
身
産
別
の
自
治
労
北
海

道
本
部
・
山
上
委
員
長
は

「
安
倍
政
権
の
進
め
る
経
済

政
策
、
安
全
保
障
政
策
は
極

め
て
問
題
で
あ
り
、
厳
し
い

情
勢
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

が
、
何
と
し
て
も
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、

「
あ
い
は
ら
参
議
に
は
安
倍

の
暴
走
を
止
め
る
た
め
に
先

頭
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
総
会
で

は
、「
あ
い
く
み
国
会
レ
ポ
ー

ト
の
発
行
・
活
用
」「
２
０
１

５
統
一
選
と
２
０
１
６
参
院

選
必
勝
に
む
け
た
取
り
組

み
」
な
ど
の
方
針
を
全
体
で

確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
政
報
告
会
が

行
わ
れ
た
。

　

あ
い
は
ら
参
議
は
「
安
倍

首
相
の
施
政
方
針
演
説
を
聞

き
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
思
い
浮

か
べ
た
。
演
説
に
自
民
党
議

員
が
追
随
し
て
拍
手
を
送

る
、
異
常
な
光
景
だ
っ
た
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、「
４
月
の

統
一
自
治
体
選
挙
は
民
主
党

の
力
量
が
問
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
来
年
の
参
院
選
後
に
は

憲
法
改
正
案
が
提
案
さ
れ

る
。
こ
の
１
～
２
年
が
正
念

場
で
あ
り
、
戦
争
の
知
ら
な

い
世
代
に
安
倍
政
権
の
９
条

改
悪
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

訴
え
、
国
民
運
動
を
強
化
し

て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
」
と

訴
え
た
。

部
で
学
習

会

を

開

き
、
全
体

で
学
習
を

深
め
て
い

く
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。
今
後
、

人
事
評
価

制
度
の
本

質
を
し
っ

か
り
学
習

し
、
単
組

で
の
運
動

に
活
か
し

あいはらくみこ 北海道連合後援会
2015年度総会 国

民
運
動
強
化
が
問
わ
れ
る


